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平
成
十
四
年
六
月
二
十
八
日
～
七
月
六
日
ま
で
カ
ム
ル
ー
プ
ス

市
公
式
訪
問
団
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
で
は
、

市
内
の
施
設
見
学
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市

の
皆
さ
ん
に
温
か
く
も
て
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

井
英
人
さ
ん
に
ご
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

団
員
の
岡

六
月
二
十
八
日
午
前
十
一
時
三

十
分
。
久
保
田
市
長
を
は
じ
め
多

く
の
職
員
の
方
、
関
係
者
の
方
に

盛
大
な
出
発
式
を
し
て
い
た
だ
き
、

公
式
訪
問
団
十
九
人
、
宇
治
市
体

育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流
団
十
六
人

で
出
発
し
ま
し
た
。
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飛
行
機
で
八
時
間
半
カ
ナ
ダ
・

バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
到
着
し
、
し
ば

し
の
市
内
観
光
の
後
目
的
地
の
カ

ム
ル
ー
プ
ス
市
に
入
り

ま
し
た
。
時
差
の
関
係

で
そ
の
日
は
一
日
が
四

十
時
間
く
ら
い
あ
っ
た

の
で
す
が
、
み
な
さ
ん

疲
れ
た
顔
も
せ
ず
歓
迎

会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

二
日
目
か
ら
は
瞬
く
間

に
時
間
は
過
ぎ
て
い
っ

た
と
恩
い
ま
す
。
銅
山

見
学
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

団
の
テ
ニ
ス
交
流
試
合

応
援
、
公
式
晩
餐
会
、

外
輪
船
に
乗
っ
て
シ
ネ

マ
シ
ン
渓
谷
見
学
、
カ

ム
ル
ー
プ
ス
市
の
皆
さ
ん
に
家
庭

へ
招
待
し
て
い
た
だ
い
て
の
夕
食
、

宇
治
公
園
記
念
碑
の
除
幕
、
カ
ナ

ダ
デ
ー
出
席
、
蒸
気
機
関
車
で
周

遊
、
花
火
見
物
、
そ
し
て
市
役
所

表
敬
訪
問
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
い

ろ
い
ろ
な
す
ば
ら
し
い
体
験
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
特
に
カ
ナ

ダ
デ
ー
で
は
ほ
と
ん
ど
の
人
々
が

カ
ナ
ダ
国
旗
、
旗
、
を
持
ち
公
園

に
集
ま
り
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も

す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
に

向
か
う
た
め
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
の

み
な
さ
ん
が
見
送
り
に
来
て
い
た

だ
き
、
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
く

だ
さ
っ
た
と
き
は
寂
し
さ
が
こ
み

上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

生
活
で
も
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
出

来
事
と
な
る
と
患
い
ま
す
。

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
に
向

か
う
際
、
行
政
訪
問
団
の
み
な
さ

ん
と
も
別
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
後
私
た
ち
一
行
が
訪
れ
目
に

し
た
素
晴
ら
し
い
景
色
、
体
験
は

ぜ
ひ
一
緒
に
見
た
か
っ
た
と
今
で

も
心
残
り
で
す
。
山
の
気
象
は
激

し
く
変
わ
り
、
晴
れ
、
曇
り
、
雨

そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
七
月
の

吹
雪
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
氷
河
や
自
然
動
物
、

神
秘
の
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の

湖
に
は
言
葉
が
出
な
い
ほ
ど
感
動

し
ま
し
た
。
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＊

　

＊

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回

私
は
大
学
を
休
み
参
加
し
ま
し
た
。

大
学
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験
、
体

験
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
見
事
に
す
ば
ら
し
い
体

験
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を

い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
と
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
い
た
市
役
所
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
一
緒
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
団
員
の
み
な
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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遠
軽
轟
象
ケ
、
Ｗ
ネ
考
暖
原

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
は
、
今

年
で
設
立
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

当
協
会
は
、
宇
治
市
が
友
好
都

市
交
流
を
通
し
て
国
際
社
会
に
向

け
た
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
、
成
陽
市
と
友

好
都
市
盟
約
を
締
結
し
た
の
を
機

に
、
市
民
の
国
際
感
覚
を
深
め
る

と
と
も
に
市
民
レ
ベ
ル
で
の
親
善

交
流
を
推
進
す
る
た
め
に
昭
和
六

十
二
年
（
一
九
八
七
年
）
　
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）
　
に

は
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
と
友
好
都

市
盟
約
が
締
結
さ
れ
、
友
好
都
市

と
の
交
流
は
教
育
、
文
化
、
ス
ボ
ー

ッ
等
の
幅
広
い
分
野
で
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

当
協
会
が
十
五
年
間
、
国
際
交

流
を
中
心
と
し
た
活
動
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

国
際
化
を
目
指
し
て
よ
り
よ
い
活

動
が
出
来
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
当
協
会
で
は
協
会
設
立

十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
記
念
事

業
「
国
際
交
流
音
楽
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
。
宇
治
市
在
住
の

外
国
人
や
宇
治
市
内
小
中
学
生
な

ど
、
合
計
六
つ
の
団
体
が
外
国
の

音
楽
や
舞
踊
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
も
一

緒
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。出
演
団
体
や
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
同
封
の
ち
ら
し
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
一
人
で
も
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

開
催
日
…
平
成
十
四
年
十
月
五
目

（土）

開
催
時
間
…
午
後
二
時
～
四
時
（
開

場
・
午
後
一
時
三
十
分
）

会
　
場
…
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル

入
場
料
…
無
料

スリランカ料理を作ってみませんか？
今年の夏は特に暑さが厳しかったように思いますが、夏ばてなどはしていませんが？
以下に紹介しているようなスリランカ料理はスパイシーなものが多く、食欲増進に大変

効果があります。一度お試しくださいｉ
＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

エビ・カリｌ

材　料（5人分）
エビ　　　　　　　　　10尾

玉ねぎ（みじん切り）　1／4個
育とうがらし　　　　　2本

赤唐辛子の粉　　　　　小さじ1／2杯
クローブ　　　　　　　2　個

カーダモン　　　　　　2　個
ココナツミルウパウダー　適量

カリーリーフ　　　　　2～3枚
スパイス

々
々
々
々
々

少
少
少
少
少

カリーパウダー

ターメリック

黒こしょう
サラダ油
パプリカ

作り方

①　エビは水で洗い、皮をむく（頭から1／3ぐらい）。スパイス、赤唐辛子の糊、玉ねぎ
（少々残す）、育とうがらし、塩、クローブを混ぜる。

⑦　フライパンに油を熟し、玉ねぎ少々、カリーリーフを入れていためる。ここでカーダ

モンを入れる。
③　①の中に①を入れていためる。この時水が少なければ少し入れる。

④　③を鍋に移して、ココナッツミルクを入れる。塩味を確認してから弱火で煮込む。
＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

イエロー・ライス

細

々

々

々

々

々

本

々

ｎ
′
Ｌ

ｌ

少

少

少

少

少

レ

少

材　料（5人分）
お米

玉ねぎ
塩

サラダ油
カリーリーフ

ターメリック
シナモンスティック

クローブ
作り方

①　お米を洗って水気を切る。
⑦　フライパンに油を熟し、みじん切りの玉ねぎやカリーリーフを入れていためる。

③　⑦に①を入れて混ぜながら、さっといためる。
④　③を炊飯器に入れ香辛料、塩を入れて水を少なめで炊く。

⑤　炊き上がったら、カリーリーフ、クローブ、シナモンなどを朝リ隙き出来上がり。

お待たせしました．／　宇治市国際親善協会ホー

ムページが出来ました。このＨＰでは、当協会の

概要や事業予定、事業報告などの情報を皆さんに

いち早くお知らせすることが出来ます。今後、よ

り一層充実させていきたいと思っていますので、

ご意見、ご感想などをどんどんお寄せください。

お待ちしています！

ホームページアドレス

ｈｔｔｐ：〝ｈｏｍｅｐａｇｅ3．ｎｉｆｔｙ．ｃｏｍ／ｕｉｆａ／
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今
年
も
ま
た
、
宇
治
市
に
新
し
い
Ａ
Ｅ
Ｔ
　
（
英
語
指
導
助
手
）

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
出
身
の
ブ

ラ
イ
ア
ン
・
ウ
エ
ダ
さ
ん
、
エ
リ
ン
・
ク
ロ
エ
さ
ん
と
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
・
シ
ア
ト
ル
出
身
の
テ
ィ
ト
・
ヤ
マ
モ
ト
さ
ん
で
す
。

そ
し
て
去
年
か
ら
宇
治
市
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ケ
ビ

ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
九
月
か
ら
宇
治
市
内
の

小
中
学
校
で
英
語
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
回
は
、
新
し

い
Ａ
Ｅ
Ｔ
さ
ん
に
自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

庸謝融擁据鞋搬蔚独㍍髄硝堪

○
宇
治
の
第
一
印
象
は
？

宇
治
市
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い

で
す
。
少
し
混
雑
し
て
い
て
、
小

さ
な
通
り
と
建
物
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
ら
は
と
て
も
密
着
し

て
い
ま
す
。
大
き
い
都
市
に
比
べ

て
、
く
つ
ろ
げ
る
ペ
ー
ス
で
す
。

宇
治
市
は
大
阪
や
京
都
市
に
行
く

の
に
と
て
も
便
利
な
位
置
に
あ
り

ま
す
。
気
候
は
と
て
も
暑
い
で
す
。

で
も
、
人
々
は
と
て
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
す
。
そ
し
て
源
氏
物
語
や

平
等
院
と
い
っ
た
多
く
の
文
化
や

芸
術
が
あ
り
ま
す
。

○
趣
味
は
何
で
す
か
？

私
の
趣
味
は
絵
を
措
く
こ
と
、

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
は
特
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
す
。
ま
た
、

ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
も
好
き
で
す
。

○
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
の
名
前
は
テ
ィ
ト
・
ヤ
マ
モ

ト
で
す
。
私
は
日
系
三
世
で
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン

州
シ
ア
ト
ル
か
ら
来
ま
し
た
。
二

〇
〇
〇
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で

芸
術
と
日
本
の
芸
術
史
を
勉
強
し

て
か
ら
、
宝
石
の
デ
ザ
イ
ン
と
フ

ラ
ン
ス
、
日
本
へ
旅
行
し
ま
し
た
。

私
に
は
1
人
妹
が
い
ま
す
。
私
は

日
本
滞
在
の
間
に
日
本
文
化
と
日

本
語
を
た
く
さ
ん
学
び
た
い
と
恩

っ
て
い
ま
す
。

穿

畳

穿

畳

畳

畳

畳

○
宇
治
の
第
一
印
象
は
？

と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
！
街

は
混
雑
し
て
い
て
、
た
く
さ
ん
の

建
物
が
あ
り
、
互
い
の
距
離
が
近

く
、
車
は
小
さ
い
で
す
。
そ
れ
で

も
す
べ
て
の
も
の
が
大
変
き
れ
い

で
す
。
宇
治
市
の
人
々
は
と
て
も

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
親
切
で
す
。
こ

こ
の
気
候
は
カ
ナ
ダ
に
比
べ
て
と

て
も
暑
い
で
す
。
で
も
、
私
は
そ

れ
に
慣
れ
る
で
し
ょ
う
。

○
趣
味
は
何
で
す
か
？

私
は
た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
柔
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
、
ス
キ
ー
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
な
ど
で
す
。

私
は
ま
た
観
光
や
音
楽
を
聴
く

こ
と
、
映
画
を
観
る
こ
と
が
好

き
で
す
。
加
え
て
友
達
と
飲
み

に
外
出
す
る
こ
と
も
好
き
で
す
。

○
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
の
名
前
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

ウ
エ
ダ
で
す
。
年
は
2
1
歳
、
カ

ム
ル
ー
ブ
ス
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
！
故
郷
の
カ
ナ
ダ
で
体
育

教
師
を
し
て
い
て
、
2
年
間
教

え
て
い
ま
し
た
。

私
に
は
姉
と
妹
が
い
ま
す
。

そ
の
上
、
姉
妹
と
両
親
は
カ
ム

ル
ー
ブ
ス
に
住
ん
で
い
ま
す
。

私
は
日
本
中
を
旅
し
て
、
特
に

出
来
る
だ
け
京
都
府
を
見
た
い

で
す
。
私
は
宇
治
で
働
く
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
こ
こ
で
た
く
さ
ん
の
友
人

を
作
り
た
い
で
す
！

き
で
す
。

で
も
一
番

好
き
な
の

は
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

と
サ
ッ
カ

ー
で
す
。

○
自
己
紹

介
を
お
願

い
し
ま
す
∪

こ
ん
に

＝瑠＝至轡⊂瑠⊂±轡⊂＝と轡＝全轡

○
宇
治
の
第
一
印
象
は
？

宇
治
市
は
と
て
も
き
れ
い
で
素

晴
ら
し
い
で
す
。
私
は
公
園
が
好

き
で
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
の
人
々

は
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
す
。

○
趣
味
は
何
で
す
か
？

私
は
す
べ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
が
好

ち
は
、
私
の
名
前
は
エ
リ
ン
・
ク

ロ
工
で
す
。
私
は
カ
ナ
ダ
出
身
で

す
。
カ
ム
ル
ー
ブ
ス
の
大
学
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
学
位
を
取
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
私
は
す
べ
て
の
ス
ポ

ー
ツ
が
好
き
で
す
が
、
大
学
に
い

る
問
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い

ま
し
た
。
2
人
の
兄
弟
と
1
人
の

姉
が
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
の
会
費
の

納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
当

協
会
の
運
営
は
皆
様
の
会
費

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
会
の
運
営
や
活
動
を
活

発
に
す
る
た
め
に
も
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

套
∴
尊
個
人
会
員
　
二
千
円

団
体
会
員
　
五
千
円

法
人
会
口
員
一
万
円

京
都
銀
行
…

宇
治
支
店
・
普
通
預
金
＝

6
7
8
4
5
9

＊
い
ず
れ
も
受
取
人
は
『
宇

治
市
国
際
親
善
協
会
』
で
す
。
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の
事
業
予

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
当
協
会
ま
で

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度

も
英
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
二
コ
ー

ス
を
そ
れ
ぞ
れ
計
十
二
回
開
催
し

ま
す
。
二
コ
ー
ス
と
も
に
、
初
級

レ
ベ
ル
で
す
。
な
お
、
こ
れ
か
ら

語
学
を
始
め
て
み
よ
う
と
い
う
人

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

開
催
期
間
…
平
成
十
四
年
十
一
月

二
〇
日
～
平
成
十
五
年
三
月
五
日

毎
週
水
曜
日
（
年
末
年
始
除
く
）

合
計
十
二
回

開
催
場
所
…
宇
治
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

※
詳
し
い
募
集
内
容
に
つ
い
て
は
、

市
政
だ
よ
り
十
月
一
一
十
一
百
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン

ム
ス例
年
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
次
の
宇
治
市
内
留
学
生
探
訪
ツ

ア
ー
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
募

者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
と
い
う

形
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
日
…
十
月
十
八
日
（
金
）

開
催
場
所
…
宇
治
市
役
所
七
階
会

議
室
開
催
時
間
…
午
後
七
時
～

テ
ィ
を
通
じ
て
宇
治
市
内
の
外
国

人
留
学
生
等
に
宇
治
市
を
紹
介
し
、

宇
治
市
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
市
民
の
相
互
理
解
を
深
め
る

た
め
に
実
施
し
ま
す
。
一
日
目
の

三
時
頃
に
外
国
人
と
の
対
面
式
後
、

各
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
二
日
目
は
外
国

人
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ご
一
緒

に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
ま

す
。
開
催
日
…
平
成
十
四
年
十
一
月
二

日
（
土
）
、
三
日
　
（
日
）

※
上
記
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
説
明
会

と
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
政
だ
よ
り
十
月
一

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宇
治
市
の
観
光
や
、
ホ
ー
ム
ス

ボランティアで日本語を教えてみたいとい

う方、参加してみませんか？

誰でも受講できます。受講後は、外国の人

に日本語を教えるボランティアに是非参加し

てください．〃

日　　時：9月17日（火）、18日（水）、19日（木）

18：30～20：30

場　　所：菟道ノミ、れあいセンター（17日）

宇治公民館（18、19日）

資料代：200円

主　　催：スピーク・サロン

連絡先：ｔｅｌ＆ｆａｘ43－1715（伊勢村さん）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

塾（英

英語大好き人間になったものの‥・目標と現

実のギャップにストレスを感じながらウン十

年の英語好き人間を探し出しました。今回は、

大阪の商社でテヘラン（イラン）・デュツセ

ンドルフ（ドイツ）にあわせて10年以上駐在、

現在大阪のＪＥＴＲＯ勤務の丸井さんの告白を

聞く予定です。数々の失敗談をあなたの語学

学習のヒントにしませんか？奮ってご参加く

ださい。

日　　時：10月27日（日）

13：30～15：30

場　　所：宇治公民館
定　　員：30名（先着順）

参加費：無　料

主　　催：宇治国際交流クラブ

連絡先：ｔｅＩ22－2137（小永井さん）

▼
宇
治
市
中
学

生
カ
ム
ル
ー
プ

ス
市
訪
問
団
の

団
長
と
し
て
、

十
人
の
中
学
生

と
共
に
、
カ
ム

ル
ー
プ
ス
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

▼
八
月
十
六
日

に
宇
治
市
を
出
発
し
、
二
十
三
日

に
帰
国
す
る
七
泊
八
日
の
日
程
の

中
で
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
に
は
三

泊
し
、
中
学
生
は
二
人
一
組
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
▼
中

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
初
め
て
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
に
不
安
一
杯
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
積
極
的
に
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
交
流
し
よ
う
と

努
め
、
各
種
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
1

で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆

さ
ん
と
仲
良
く
話
し
て
い
る
（
？
）

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
▼
ま
た
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
も
、

辞
書
を
片
手
に
、
中
学
生
と
で
き

る
だ
け
会
話
し
よ
う
と
努
め
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
姿
は
、
き
っ

と
中
学
生
の
心
を
打
っ
た
も
の
と

患
い
ま
す
。
▼
言
葉
が
異
な
る
者

同
士
の
交
流
に
限
ら
ず
、
人
と
人

と
が
ふ
れ
あ
い
を
持
と
う
と
す
る

際
に
は
、
こ
の
よ
う
に
相
手
の
立

場
に
立
ち
、
ま
ず
自
分
か
ら
働
き

か
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
、
私
自
身
も
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
訪
問
で
し
た
。
　
　
（
橋
本
）
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